
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７月２日（水）に黒川中学校１年生、７月４日（金）に

白川中学校１年生に「SOS の出し方」に関わる授業を行い

ました。この授業は、町として取り組んでいるものです。

学校と教育委員会の協力はもちろん、保健福祉課の力も借

りながら授業を進めました。「どうしようもなく悩んだ時

どうすればよいか？」について、自分自身で考えたり、仲

間の考えを聞いたりしながら、具体的な気持ちの在り様や

行動の仕方について学ぶことができました。保健福祉課の

方からは「悩んだ時は信頼できる人、いろいろな意見が聞

けるので、できれば３人の人に相談してほしい。その３人

の１人に保健福祉課の私たちを加えてほしい。」さらに、

「どうしても自分では解決できない、悩みがあったら私たちはいつも町民会館にいるので来てほしい。」と声を

かけていただきました。SOS の授業は、心の危機に陥った際、自身で対処できる力を身に付けると共に、一人で

問題を抱え込まないよう、適切に援助を求められるような態度や能力の育成を目的に行われる予防教育の授業で

す。これから先、悩むことは必ずあるはずです。そんな中でも耐える力、上手く乗り越える力を少しずつ身に付

けていってほしいものです。以下に生徒の振り返りを載せます。 
 
生徒の振り返りから 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

No.5 令和 7 年 8 月１日号 

発行：白川町教育委員会 

―「白川を愛し、たくましく心の 

あったかい子を育む美濃白川」― 

ストレスを感じた時の対処法について書き出してみることで明らかにできた。これからはこれらを活用して、

自分に合った対処法をやっていきたい。「TALK」の観点から振り返ってみると、いつも相談している母も似たよ

うなことをいつもしてくれているから私も真似したい。何かあってもいつも相談できる大人、友達が大切。 

今までは、信頼できる人、母や友達に相談をしてきた。しかし、仲間が困った時にあまり共感せず相談にのる

時もあった。今日の授業で白川町には「保健師さん」という相談にのってくれる人がいたり、仲間が困った時

には共感し、相手を待ったりするということが大切だと知った。だから、これからは、共感して相談にのった

り、「保健師さん」という相談できる人がいるんだということを頭に入れたりして生活していきたい。 

今までは何かの相談にのる時に、無意識のうちに暗い雰囲気にしてしまったかもしれない。今日の授業を通し

て、相談にのる時はまず、言いやすい雰囲気にすることが大切だということが分かりました。これからは、ポ

ジティブな声をかけてあげたりして、明るい雰囲気の下で相談を聞いてあげたいと思いました。 

 ３人 



「総合的な学習の時間」は、2000 年度の学習指導要領改訂により、全国の小中学校で正式に導入された授業で

す。 この時間の大きな目的は、「自ら課題を見つけ、解決していく力を育てること」。 つまり、子どもたちが 「答

えの決まっていない問題に向き合い、自分で考え、学びを深めていく経験をする」ことが求められています。 こ

れまでの授業では、「教科書に載っている知識を学ぶ」ことが中心でした。 しかし、総合的な学習の時間では、 

「実際の社会で起こる課題をテーマにして、体験を通じて学び、考えを深める」ことが特徴の授業です。 
 

実際に、授業を進めていく際の基準で、教科等の目標や教育内容が書かれている「小学校学習指導要領（平成

２９年告示）解説 総合的な学習の時間 文部科学省」には「目標」について以下のように書かれています。 

探究的な見方・考え方を働かせ，横断的・総合的な学習を行うことを通して，よりよく課題を解決し，自己の
生き方を考えていくための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 
(1) 探究的な学習の過程において，課題の解決に必要な知識及び技能を身に付け，課題に関わる概念を形成し，

探究的な学習のよさを理解するようにする。  
(2) 実社会や実生活の中から問いを見いだし，自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析して，まとめ・表

現することができるようにする。 
(3) 探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさを生かしながら，積極的に社会に参画し

ようとする態度を養う                        （     は筆者記入） 

※「探求的な学習」とは、物事の本質を探って見極めようとする一連の知的営みのことです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

                    
 
 
 
 
 
 
                  

 
                  

                   
 
 
 白川町では、上記の通り学校や地域の実情（自然、文化、歴史等）を踏まえ、体験を通して様々な「総合的な
学習の時間」の授業が行われてきました。そのよさや課題を確認しつつ、これからの子どもたちが、さらにより
よい学びができるように、現在検討を進めているところです。期待してください‼ 
 
 

 

 ８月２９日（金） ２学期始業式（町内 小中学校すべて） 

小学生が歌舞伎に挑戦します 

米づくり（田植え、稲刈り）を経験します。 

（中学生）地域の方に意見を聞きます 

（中学生）考えたことを役場職員に提案します 

体験を通して、気付いたこと、思ったこ
と、考えたことを新聞にまとめます。こ
の新聞は R6 年度の佐見小４年生の作
品です。 


